
ヘルメット着用啓発講話を行いました 

（2024.6.24） 

令和６年６月２４日（月）１時間目に全校生徒を対象に、日本競輪選手会岐阜支部

の協力で、副支部長柴田祐也選手、松岡晋乃介選手（本校卒業生）、小坂知子選手を講

師にお招きし、「ヘルメット着用啓発講話」を実施しました。 

  
 

   

 松岡選手から昨年１０月のレースでゴール後に転倒し頭を強く打ち大怪我を負った

が一命を取り留めたという体験談を聞き「自分の命は自分で守る」事の大切さを改め

て学びました。 

「暑い、ダサいと思うかもしれないがヘルメットを被ることを勧めたい」という先

輩の言葉に耳を傾け、一人でも多くの生徒がヘルメットを着用して欲しいと願いま

す。 


